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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
物
を
し
た

り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
た
り
す
る
な
ど
、日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

(

情
報
通
信
技
術)

を
活
用
す
る
世
の
中

に
な
り
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
と
い
っ
た
情
報
端
末
は
、私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
や
在
宅
ワ
ー
ク
、オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
社
会
全
体
に
急
速

に
浸
透
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
収

集
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な

く
、情
報
を
解
析
す
る
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

な
ど
の
先
端
技
術
を
産
業
や
社
会
生
活

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
経
済
を
発
展
さ

せ
、様
々
な
社
会
的
課
題
を
解
決
し
て
い

く
社
会
「S

ソ

サ

エ

テ

ィ

ociety5.0(

超
ス
マ
ー
ト
社

会)

」が
到
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、変
化
が
激
し
く
予
測
困
難
な

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
で
あ
り
、そ
の
力
を
育
む

た
め
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【ＧＩＧＡスクール構想】ＧＩＧＡとは、Global ＆ Innovation Gateway for All の略。全員がグローバル(国際
舞台)とイノベーション(革新的創造)の扉を開けることのできる学校にしていくという方針を示しています。

市が導入している学習支援ソフト
「ロイロノート・スクール」

　「ロイロノート・スクール」はすべての授
業で使える学習支援ソフトです。簡単に自
分の考えをまとめ、発表することができるの
で、生徒たちが自ら考え表現できる機会を増
やすことができ、「思考力」「判断力」「表現力」
を育成する上で大変有効な学習ツールです。

特集　長浜市Ｇギ ガ

ＩＧＡスクール構想

ＩＣＴで変わる子どもたちの学び

　

文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
学
校
教
育

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
関
す
る
計
画

で
、児
童
生
徒
１
人
１
台
の
学
習
用
端
末

(

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト)

と
高
速
大

容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的

に
整
備
し
、全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
引
き
出
す
個
別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。

　
こ
の
構
想
の
背
景
に
は
、わ
が
国
の
学

校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
現
状

が
世
界
か
ら
遅
れ
て
い
る
と
い
う
状
況

が
あ
り
ま
す
。
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
が
十
分
で
は
な
く
、学
校
の
授
業
で
の

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
時
間(

図
１)

は

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ(

経
済
協
力
開
発
機
構)

加
盟

国
で
最
も
短
く
、最
下
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、学
校
外
で
の
使
用（
図
２
）に
つ

い
て
も
、チ
ャ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
学
習

外
の
使
用
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、そ

れ
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

が
日
常
の
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
、
今
後
、
技

術
革
新
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
時
代
を
生
き

て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
情
報
端
末

(

タ
ブ
レ
ッ
ト
等)

は
特
別
な
も
の
で
は
な
い
、

学
習
に
欠
か
せ
な
い「
新
し
い
文
房
具
」と
な

り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
実
践
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
続
け
よ
う
と
す
る
意
欲
や
豊

か
な
創
造
性
、
様
々
な
人
と
協
働
し
な
が
ら

問
題
発
見
・
解
決
に
挑
む
資
質
・
能
力
を
育

ん
で
い
き
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
と
は

長
浜
市
版

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
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■週に１時間以上　■週に 30分以上、１時間未満　■週に 30分未満　■利用しない　■この教科を受けていない　■無回答・その他

●１週間のうち、教室の授業でデジタル機器を利用する時間 (図１)

●学校外での平均のデジタル機器の利用状況 (図２) (OECD平均は「毎日」「ほぼ毎日」の合計 )

( 出典：OECD生徒の学習到達度調査 (PISA2018)「ICT 活用調査」)

( 出典：OECD生徒の学習到達度調査 (PISA2018)「ICT 活用調査」)
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■コンピューターを使って宿題をする
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■ネット上でチャットする
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■学校の勉強のために、インターネット上のサイトを見る
　(例：作文や発表の準備 )
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■１人用ゲームで遊ぶ


